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標準的応用例

デュアル、2フェーズ降圧
スイッチング･コントローラ

8Vと5Vのデュアル降圧コンバータ 効率と負荷電流
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特長
■ 広い入力電圧範囲：4V～30V 
■ 広い出力電圧範囲：0.8V～VIN 
■ シャットダウン時の低消費電流：20μA 
■ 位相をずらしたコントローラにより、 
 必要な入力容量と電源によるノイズを低減
■ ±1.5%精度の0.8V電圧リファレンス
■ 500kHz電流モード固定周波数動作
■ 内部の昇圧コンバータによりNチャネルMOSFETゲート・ 
 ドライブ用のバイアス･レールを供給
■ 各出力ごとのパワーグッド電圧モニタ
■ プログラム可能なソフトスタート
■ 24ピン4mm×4mm×0.75mmパッケージ

アプリケーション
■ 衛星およびケーブルTVセットトップ･ボックス
■ 分配電源の安定化
■ 車載システム
■ スーパーコンデンサ・チャージャ

概要
LT®3742はハイサイドNチャネル･パワーMOSFETをドライ
ブするデュアル降圧DC/DCスイッチング･レギュレータ･コン
トローラです。500kHzの固定周波数電流モード･アーキテク
チャにより、シンプルなループ補償部品を使用した高速過渡
応答とサイクルごとの電流制限を実現します。2つのコントロー
ラの出力段は位相を180°ずらして動作することによって入力
リップル電流を低減するので、入力電源のノイズを最小限に
抑え、入力容量を低減することができます。

内部の昇圧レギュレータがNチャネルMOSFETのゲートドラ
イブを供給するためのVIN＋7Vのバイアス･レールを生成す
るので、低損失の100%デューティサイクル動作が可能です。
LT3742は、両方のコントローラが単独で動作することが必要
なアプリケーションでも、両方のコントローラを使用して1つの
高電流出力を供給するアプリケーションでも使用可能です。

LT3742は熱特性が改善された4mm×4mm QFNパッケージで
供給されます。 

L、LT、LTC、LTM、Linear Technology、Linearのロゴ、PolyPhaseおよびBurst Modeはリニアテク
ノロジー社の登録商標です。No RSENSEはリニアテクノロジー社の商標です。その他すべての商
標の所有権は、それぞれの所有者に帰属します。



LT3742

2
3742fa

ピン配置
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TJMAX = 125°C, θJA = 36°C/W

EXPOSED PAD (PIN 25) IS GND, MUST BE SOLDERED TO PCB

発注情報

鉛フリー仕様 テープアンドリール 製品マーキング パッケージ 温度範囲
LT3742EUF#PBF LT3742EUF#TRPBF 3742 24-Lead (4mm × 4mm) Plastic QFN –40°C to 125°C (Note 2)
さらに広い動作温度範囲で規定されるデバイスについては、弊社または弊社代理店にお問い合わせください。
非標準の鉛ベース仕様の製品の詳細については、弊社または弊社代理店にお問い合わせください。
鉛フリー仕様の製品マーキングの詳細については、http://www.linear-tech.co.jp/leadfree/ をご覧ください。
テープアンドリールの仕様の詳細については、http://www.linear-tech.co.jp/tapeandreel/ をご覧ください。

PARAMETER CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

Minimum Operating Input Voltage VUVLO = 1.5V l 3.5 4.0 V

Quiescent Current VRUN/SS1 = VRUN/SS2 = VFB1 = VFB2 = 1V 5.0 7.0 mA

Shutdown Current VRUN/SS1 = VRUN/SS2 = 0V 20 35 µA

UVLO Pin Threshold UVLO Pin Voltage Rising l 1.20 1.25 1.28 V

UVLO Pin Hysteresis Current VUVLO = 1V, Current Flows Into Pin 1.8 3 4 µA

RUN/SS Pin Threshold 0.2 0.5 V

RUN/SS Pin Charge Current VRUN/SS = 0V 0.5 1 1.5 µA

FB Pin Voltage l 0.788 0.800 0.812 V

FB Pin Voltage Line Regulation VIN = 5V to 30V 0.01 %/V

絶対最大定格 
（Note 1）
VIN電圧 ................................................................................30V 
UVLO電圧 ............................................................................30V 
PG1、PG2の電圧 ..................................................................30V 
SWB、BIASの電圧 ................................................................40V 
SENSE1＋、SENSE2＋の電圧 ................................................30V 
SENSE1−、SENSE2−の電圧 ..................................................30V 
RUN/SS1、RUN/SS2の電圧 ....................................................6V 
FB1、FB2の電圧 ......................................................................6V 
VC1、VC2の電圧 .......................................................................6V 
接合部温度...................................................................... 125℃ 
動作接合部温度範囲（Note 2） ........................ −40℃～125℃
保存温度範囲................................................... −65℃～125℃

電気的特性 
●は全動作温度範囲の規格値を意味する。それ以外はTA = 25℃での値。注記がない限り、VIN = 5V。
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Note 1：絶対最大定格に記載された値を超えるストレスはデバイスに永続的損傷を与える可
能性がある。長期にわたって絶対最大定格条件に曝すと、デバイスの信頼性と寿命に悪影響
を与える可能性がある。

PARAMETER CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

FB Pin Bias Current VFB = 0.8V, VC = 0.4V 50 200 nA

FB Pin Voltage Matching –4 0 4 mV

Error Amplifier Transconductance 250 µmho

Error Amplifier Voltage Gain 500 V/V

VC Pin Source Current VFB = 0.6V 15 µA

VC Pin Sink Current VFB = 1V 15 µA

Controller Switching Frequency 440 500 560 kHz

Switching Phase 180 Deg

Maximum Current Sense Voltage VSENSE
– = 3.3V l 50 60 70 mV

Current Sense Matching Between Controllers ±5 %

Current SENSE Pins Total Current SENSE–, SENSE+ = 0V 
SENSE–, SENSE+ = 3.3V

–1.0 
40

mA 
µA

Gate Rise Time CLOAD = 3300pF 40 ns

Gate Fall Time CLOAD = 3300pF 60 ns

Gate On Voltage (VG – VSW) VBIAS = 12V 6.0 6.7 7.0 V

Gate Off Voltage (VG – VSW) VBIAS = 12V 0.4 0.75 V

PG Pin Voltage Low IPG = 100µA 0.20 0.5 V

Lower PG Trip Level (Relative to VFB) VFB Increasing –7 –10 –13 %

Lower PG Trip Level (Relative to VFB) VFB Decreasing –10 –13 –16 %

Upper PG Trip Level (Relative to VFB) VFB Increasing 7 10 13 %

Upper PG Trip Level (Relative to VFB) VFB Decreasing 4 7 10 %

PG Pin Leakage Current VPG = 2V 0.1 µA

PG Pin Sink Current VPG = 0.5V 200 500 µA

Bias Pin Voltage VIN + 6.6 VIN + 7 VIN + 7.7 V

SWB Pin Current Limit 250 340 500 mA

SWB Pin Leakage Current VSWB = 12V 0.01 1 µA

Bias Supply Switching Frequency 0.88 1.0 1.12 MHz

Note 2：LT3742Eは0℃～125℃の動作接合部温度範囲で性能仕様に適合することが保証され
ている。−40℃～125℃の動作接合部温度範囲での仕様は、設計、特性評価および統計学的な
プロセス・コントロールとの相関で確認されている。

電気的特性 
lは全動作温度範囲の規格値を意味する。それ以外はTA = 25℃での値。注記がない限り、 VIN = 5V。
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標準的性能特性

IQ-SHDNと温度 IQ-Runningと温度
コントローラの電流検出電圧と温
度

内部UVLOと温度 UVLOスレッショルドと温度 VFBと温度

RUN/SS電流と温度 UVLO IHYSTと温度
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コントローラ周波数と温度

標準的性能特性

PGスレッショルドと温度 VBIAS-VINと温度

SWB電流制限と温度 RUN/SSスレッショルドと温度
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ピン機能
G1、G2（ピン1、6）：ゲート・ドライブ。これらのピンは外部Nチャ
ネルMOSFETの高電流ゲート・ドライブを与えます。これら
のピンはフローティング・ドライバの出力で、それらの電圧は
BIASピンとSWピンの間を振幅します。

VIN（ピン2）：入力電圧。このピンはLT3742の内部回路に電流
を供給します。このピンはコンデンサでローカルにバイパスす
る必要があります。

UVLO（ピン3）：低電圧ロックアウト。このピンをオープン状態
のままにしないでください。使用しない場合はVINに接続して
ください。VINに接続された抵抗分割器をこのピンに接続し
て、LT3742が動作する最小入力電圧をプログラムします。こ
のピンが1.25Vを下回ると、コントローラがディスエーブルされ
ます（RUN/SSピンは各スイッチング・レギュレータをオンする
のに依然として使われます）。このピンが1.25Vより下に下がる
と、3μAの電流シンクがこのピンに電流を流してUVLOのプロ
グラム可能なヒステリシスを与えます。

BIAS（ピン4）：ゲート・ドライブのバイアス。このピンは、外部N
チャネルMOSFETをドライブするための、入力電圧より高いバ
イアス電圧を与えます。このピンの電圧はVIN＋7Vに安定化さ
れます。

SWB（ピン5）：バイアス・レギュレータ・スイッチ。これは、外部N
チャネルMOSFETのゲートをドライブするバイアス電圧を発
生するのに使われる内部NPNスイッチのコレクタです。

RUN/SS1、RUN/SS2（ピン16、15）：実行/ソフトスタート・ピン。こ
れらのピンは各コントローラをシャットダウンするのに使われ
ます。これらは、外部コンデンサを追加するとソフトスタート機
能も提供します。どのレギュレータをシャットダウンするにも、
オープン・ドレインまたはオープン・コレクタのデバイスを使っ
てRUN/SSピンをグランドに引き下げます。どちらの機能も利
用しない場合、これらのピンは未接続のままにします。

PG1、PG2（ピン17, 14）：パワーグッド。これらのピンは内部コン
パレータのオープン・コレクタ出力です。PGはFBピンが最終
安定化電圧の90%以内に入るまで“L”に保たれます。PGピン
は、出力の安定化状態の表示だけでなく、スイッチング・レギュ
レータのシーケンスの制御に使うことができます。PG出力は
VINが4Vを超えており、どちらかのRUN/SSピンが“H”のとき
有効です。パワーグッド・コンパレータはシャットダウン時には
ディスエーブルされます。使用しない場合、これらのピンは未
接続のままにします。

VC1、VC2（ピン18、13）：内部誤差アンプの制御電圧と補償ピ
ン。これらのピンからグランドに直列にRCを接続して各スイッ
チング・レギュレータのループを補償します。

FB1、FB2（ピン19、12）：帰還ピン。LT3742はこれらのピンを
800mVに安定化します。帰還抵抗をこのピンに接続して各ス
イッチング・レギュレータの出力電圧を設定します。

SENSE1-、SENSE2-（ピン20、11）：負電流検出入力。（SENSE＋ 

ピンとともに）これらのピンは各スイッチング・レギュレータのイ
ンダクタ電流を検出するのに使います。

SENSE1＋、SENSE2＋（ピン21、10）：正電流検出入力。（SENSE-

ピンとともに）これらのピンは各スイッチング・レギュレータのイ
ンダクタ電流を検出するのに使います。

SW1、SW2（ピン24、7）：スイッチ・ノード。これらのピンは外部N
チャネルMOSFETのソースおよび外部のインダクタとダイオー
ドに接続します。

露出パッド（ピン25）：グランド。パッケージの露出パッドによ
り、グランドへの電気的接触とプリント回路基板への十分な
熱的接触の両方が与えられます。最適動作を保証するため、
露出パッドを回路基板に半田付けする必要があります。
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ブロック図
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動作
LT3742はデュアル、固定周波数、電流モードDC/DC降圧コン
トローラです。各デバイスに内蔵された2個のコントローラは、
保護回路、内部バイアス電源、電圧リファレンス、マスタ発振
器およびゲート・ドライブ用昇圧レギュレータを含む共通回路
を共有しています。ブロック図には共有された共通回路と両方
のDC/DCコントローラの独立した回路が示されています。

LT3742に含まれている重要な保護機能は低電圧ロックアウ
トとサーマル・シャットダウンです。これらの状態のどちらかが
存在すると、ゲート・ドライブ・バイアス・レギュレータと両方の
DC/DCコントローラがディスエーブルされ、両方のRUN/SSピ
ンが0.5Vに放電して新しいソフトスタート・サイクルに備えま
す。低電圧ロックアウト（UVLO）は2個の外部抵抗を使ってプ
ログラムします。UVLOピンが1.25Vより下に下がると、3μAの
電流シンクが作動してUVLO機能のプログラム可能なヒステ
リシスを与えます。VINが2.5Vを下回ると、精度が劣る別の内
部低電圧ロックアウトがLT3742をディスエーブルします。

全ての内部フォールト状態がクリアされると、ゲート・ドライブ
用昇圧レギュレータがイネーブルされます。このレギュレータ
は内部NPNパワー・スイッチとショットキー・ダイオードの両方
を使って、入力電圧より7V高い電圧をBIASピンに発生しま
す。BIAS電圧がその最終安定化電圧の約90%に達するまで、
両方のDC/DCコントローラはディスエーブルされます。これに
より、ドライバがオンするのを許される前に、外部MOSFETを
完全にエンハンスされた状態にするのに十分なゲート・ドライ
ブが存在することが保証されます。

マスタ発振器は1MHzで動作し、この周波数でゲート・ドライ
ブ用昇圧レギュレータにクロックを与えます。マスタ発振器
は、DC/DCコントローラのために、180°位相がずれた2つの
500kHzクロックも発生します。

FBピンが800mVの内部リファレンス電圧の±10%以内にな
いと、パワーグッド・コンパレータがPGピンを“L”に引き下げ
ます。PGはFBピンが安定化しているときオフしているNPNの
オープン・コレクタ出力なので、外部抵抗によりPGピンを“H”
に引き上げることができます。デバイスがイネーブルされていて
（RUN/SSが“H”）、VINが4V以上のときだけ、このパワーグッ
ドの表示は有効です。

LT3742は、各コントローラのRUN/SSピンが0.5Vを超え、各コ
ントローラが自己のソフトスタート・ランプを発生するとき、各
コントローラを独立にイネーブルします。起動時、誤差アンプ
はFBピンを（800mVリファレンスの代わりに）ソフトスタート・
ランプと比較しますので、出力電圧が抵抗でプログラムされた
安定化ポイントに達するまで、出力電圧をゆっくり上昇させま
す。出力電圧に達するまで、インダクタ電流が厳密に制御され
ます。LT3742は両方のDC/DCコントローラが個別に動作する
必要のあるアプリケーションに最適です。

500kHz発振器からのパルスにより、RSフリップ・フロップが
セットされ、外部NチャネルMOSFETをオンします。スイッチと
外部インダクタを流れる電流が増加し始めます。この電流が
制御電圧（VC）で定まるレベルに達すると、PWMコンパレータ
がフリップ・フロップをリセットしてMOSFETをオフします。する
と、インダクタの電流は外部ショットキー・ダイオードを通って
流れ、減少し始めます。スレーブ発振器からの次のセット・パ
ルスにより、このサイクルが再度開始されます。このようにして、
VCピンの電圧により、インダクタを通って出力に流れる電流
が制御されます。内部誤差アンプはVCピンの電圧を連続的に
調整して出力電圧を安定化します。サイクルごとのピーク・イン
ダクタ電流の直接制御は電流検出アンプによって管理されま
す。インダクタ電流が常時モニタされるので、デバイスは本質
的に優れた出力短絡保護を与えます。



LT3742

9
3742fa

アプリケーション情報
ソフトスタートとシャットダウン
RUN/SS（実行/ソフトスタート）ピンは各コントローラを独立に
イネーブルするのに使われ、また、起動時にピーク電流を下げ
て出力電圧のオーバーシュートを防ぐためのユーザーがプロ
グラム可能なソフトスタート機能を与えるのに使われます。ど
ちらのコントローラをディスエーブルするにも、オープン・ドレイ
ンまたはオープン・コレクタのデバイスを使って該当するRUN/
SSピンをグランドに引き下げます。両方のRUN/SSピンをグラ
ンドに引き下げるとLT3742はシャットダウン・モードになり、消
費電流は20μAに減少します。内部1μA電流源が各RUN/SSピ
ンを引き上げ、どちらかのピンが0.5Vに達すると、内部バイア
ス電源、ゲート・ドライブ用昇圧レギュレータ、電圧リファレン
スおよびマスタ発振器とともに、該当するコントローラがイネー
ブルされます。両方の出力が常に一緒にイネーブルされる場
合、両方のRUN/SSピンを一緒に接続して1個のソフトスター
ト・コンデンサを使うことができます。

ソフトスタートの利点
コンデンサがRUN/SSピンからグランドに接続されていると、
内部1μAプルアップ電流源によりこのピンの電圧がランプアッ
プします。起動時、誤差アンプはFBピンを（800mVリファレン

スの代わりに）このランプと比較しますので、インダクタ電流の
制御を維持しながら、出力電圧をその最終値までゆっくり滑
らかに上昇させます。インダクタ電流と出力電圧の波形を常に
チェックして、プログラムされたソフトスタート時間が十分長い
ことを保証します。VINが（UVLOピンを使ってプログラムされ
た）低電圧ロックアウトをトリガするのに十分なだけ低下する
か、またはLT3742のダイ温度がサーマル・シャットダウンを超
えると、新たにソフトスタート・サイクルが開始されます。ソフト
スタート・コンデンサの標準的値は1nFです。

ソフトスタートは外部のパワーMOSFETとキャッチ・ダイオード
に与えるストレスを最小に抑えるので、LT3742の全てのアプリ
ケーションにソフトスタートを強く推奨します。ソフトスタート
なしでは、これら両方の部品は起動サイクルごとに最大電流リ
ミットに曝されます。表紙ページの回路のソフトスタートの起
動波形とソフトスタートなしの起動波形を図1aと図1bに示し
ます。ソフトスタートを使わない場合の、大きなインダクタ電流
スパイクと出力電圧のオーバーシュートに注目してください。シ
ステムによってはこれを許容できるかもしれませんが、1個のコ
ンデンサを追加すると各DC/DCコントローラの起動時の振舞
いが劇的に改善されます。

VOUT
5V/DIV

IL
2A/DIV

0.5ms/DIV 3742 F01a

VOUT
5V/DIV

IL
2A/DIV

0.5ms/DIV 3742 F01b

図1a．ソフトスタートなしの起動波形 図1b．1nFソフトスタート・コンデンサを使った起動波形
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アプリケーション情報
パワーグッド・インジケータ
PGピンは内部ウィンドウ・コンパレータのオープン・コレクタ出
力であり、FBピンが800mVの内部リファレンス電圧の±10%
以内にないと“L”に引き下げられます。PGピンは200μA以下の
電流を流すプルアップ抵抗を使って30V以下の電源に接続し
ます。このピンは、FBピンの電圧に関係なく、LT3742がシャッ
トダウン・モードになるとオプーンになります。LT3742がイネー
ブルされていて（RUN/SSが“H”）、VINが4V以上のときだけ、
パワーグッドの表示は有効です。

出力のシーケンシングとトラッキング
RUN/SSピンとPGピンを一緒に使ってLT3742の2つの出力の
シーケンスを制御することができます。これを行う3つの回路
を図3に示します。最初の2つのケースでは、コントローラ1が最
初に起動します。

図2aでは、コントローラ2はコントローラ1がその最終安定化
電圧の10%以内に達してからオンします。RUN/SS2のソフトス
タート・コンデンサの値が大きいと、両出力間の遅延がさらに

図2a．コントローラ1が安定化されるまでコントローラ2が遅延する電源シーケンシング

図2b．コントローラ1に対するコントローラ2の遅延が固定されている電源シーケンシング

図2c．レシオメトリック・トラッキングで両方のコントローラが一緒に起動

LT3742
RUN/SS1

SHDN (REFERENCE)
VOUT1

5V/DIV

VOUT2
10V/DIV

5ms/DIV

RUN/SS2

PG1

4.7nF

4.7nF

SHDN

3742 F02a

LT3742
RUN/SS1

RUN/SS2

4.7nF

10nF

SHDN

3742 F02b

SHDN (REFERENCE)
VOUT1

5V/DIV

VOUT2
10V/DIV

5ms/DIV

LT3742
RUN/SS1

RUN/SS2

10nFSHDN

3742 F02c

SHDN (REFERENCE)
VOUT1

5V/DIV

VOUT2
10V/DIV

5ms/DIV
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アプリケーション情報
大きくなります。この方法に関して注意すべき1つの特性は、コ
ントローラ1の出力がパワーグッド・コンパレータをトリップす
るほど安定化状態から外れると、コントローラ2がディスエーブ
ルされることです。

図2bで、RUN/SS2のコンデンサの方がわずかに大きいと、コン
トローラ1に比べてコントローラ2のターンオンが遅れます。こ
の方法の起動波形は図6aに示されている波形に非常によく
似ていますが、この場合はコントローラ1が安定化状態から外
れてもコントローラ1はディスエーブルされません。

図2cでは、両方のRUN/SSピンが1個のコンデンサを共有して
おり、同時に起動します。同じソフトスタート信号を共有してい
るので、この方法では2つの出力のレシオメトリック・トラッキン
グが実現されます。

低電圧ロックアウト（UVLO）
外部抵抗分割器を使って、LT3742が動作する最小入力電圧
を精確に設定することができます。基本となるUVLO動作を
図3に示します。UVLOピンが1.25Vより下に下がると、低電圧
ロックアウトの発生が通知され、3μA電流源がオンしてヒステ
リシスを与えます。

UVLOが発生している間、両方のコントローラとゲート・ドライ
ブ用昇圧レギュレータがディスエーブルされます。LT3742の場
合、全てのRUN/SSピンが放電し、新たなソフトスタート・サイ
クルの準備が整います。イネーブルされている各コントローラ
では、入力電圧が上側のUVLOトリップ電圧を超えて上昇す
るまで、該当するRUN/SSピンが500mVに保たれます。コント
ローラの片方または両方がRUN/SSピンによってイネーブルさ
れているときだけUVLO機能は作動します。デバイスを直接起

動するためにUVLOピンを使うことはできません。使わない場
合、UVLOピンは未接続のままにしないでVINに接続します。
VINが2.5Vを下回ると、精度が劣る別の内部低電圧ロックアウ
トがLT3742をディスエーブルします。

望みの最小動作電圧（VIN（MIN））と望みの大きさのヒステリ
シス（VHYST）を与えるようにUVLO抵抗の値を選択します。
LT3742は入力電圧が（VIN（MIN）＋VHYST）を超えるとオンし、
一旦オンした後は、VINがVIN（MIN）より下に下がるとオフしま
す。RUV1の値を最初に選択してからRUV2の値を選択します。

RUV1 =
VHYST
3µA

RUV2 =RUV1 •
1.25V

VIN(MIN) – 1.25V

入力電圧範囲
最小入力電圧はLT3742の4Vの最小動作電圧（UVLO）また
は与えられたアプリケーションの出力電圧のどちらかによっ
て決まります。LT3742は100%のデューティ・サイクルで動作
可能なので、入力電圧が出力電圧の1つの近くまで、または等
しい値まで低下すると、コントローラは低ドロップアウト動作
（100%デューティ・サイクル）になります。デューティ・サイクル
は各スイッチ・サイクルでNチャネルMOSFETTがオンしている
時間の割合であり、次のように入力電圧と出力電圧によって
決まります。 

DC =
VOUT + VD

VIN – VDS + VD

⎛
⎜
⎝

⎞
⎟
⎠

ここでV Dはキャッチ・ダイオードの順方向電圧降下（約
0.4V）、VDSはMOSFETの標準的電圧降下（約0.1V）です。

図3．低電圧ロックアウト

–

+

3

2 1.25V

RUV1

RUV2

VIN
VIN

UVLO

3µA

3742 F03

UVLO
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アプリケーション情報
最大入力電圧はVINピンとBIASピンの絶対最大定格（それ
ぞれ30Vと40V）および最小デューティ・サイクル（DCMIN = 
15%）によって決まります。

VIN(MAX) =
VOUT + VD
DCMIN

⎛
⎜
⎝

⎞
⎟
⎠
+ VSW – VD

上式はデバイスがパルス・スキップなしに安定化するのを可能
にする最大入力電圧を計算しますが、最大入力電圧は主に
出力電圧が3.3Vより低いアプリケーションで問題になります。
たとえば、2.5Vの出力では、最大入力電圧は次のようになりま
す。

VIN(MAX) =
2.5V + 0.4V

0.15

⎛
⎜
⎝

⎞
⎟
⎠
+ 0.1V – 0.4V = 19V

19Vより高い入力電圧が使われる場合、2.5Vの出力はそれで
も正しく安定化しますが、そうするためにデバイスはパルス・
スキップする必要があります。パルス・スキップはLT3742に損
傷を与えはしませんが、インダクタ電流波形が不規則になり、
ピーク電流が高くなります。これは特定の出力電圧にだけ適
応される動作入力電圧に対する制限であることに注意してく
ださい。回路自体は絶対最大定格までの入力に耐えます。

図4．1フェーズ・デュアル・コントローラと2フェーズLT3742の波形例

2フェーズ動作の利点
従来、デュアル・コントローラは単一位相で動作します。つま
り、両方のパワーMOSFETが同時にオンするので、単一レギュ
レータの電流パルスの振幅の2倍の振幅の電流パルスが入力
コンデンサから流れます。これらの振幅の大きなパルスによっ
て入力コンデンサに流れ込むRMS電流が増大するので、大き
く高価な入力コンデンサを使う必要があり、EMIが増加し、入
力コンデンサと入力電源の電力損失が増加します。

LT3742の2個のコントローラは180°位相がずれて動作する
ことが設計によって保証されています。これにより、各パワー
MOSFETの電流が決してオーバーラップしないことが保証さ
れますので、常に入力コンデンサに要求されるピーク電流と
RMS電流がかなり低くなります。このため、小さく安価なコン
デンサを使用することが可能になり、EMI性能と実際の動作
効率が改善されます。

1フェーズ・デュアル・コントローラと2フェーズLT3742システ
ムの波形の例を図4に示します。この場合、それぞれ2Aの負
荷電流を流す、5Vと3.3Vの出力が12V電源から得られます。
この例では、2フェーズ動作のRMS入力コンデンサ電流は約

1フェーズ・デュアル・
コントローラ

2フェーズ・デュアル
・コントローラ

SW1 (V)

SW2 (V)

IL1

IL2

IIN

3742 F04
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1.8ARMSから約0.8ARMSに減少します。これ自体でも大きな減
少ですが、電力損失はIRMSの二乗に比例するので、入力コン
デンサによって実際に浪費される電力は約4分の1に減少する
ことに注意してください。標準的アプリケーションのRMSリッ
プル電流の減少を図5に示します。

入力リップル電流の減少は、入力電力経路で失われる電力も
減少することを意味します。入力のRMS電流とRMS電圧の減
少の直接の結果として伝導EMIと放射EMIも改善されます。
RMS電流定格の低い小型で安価な入力コンデンサを使うこ
とができるので、コストと基板のフットプリントを大幅に節約で
きます。

もちろん、2フェーズ動作で得られる性能の改善は2つのコント
ローラの相対デューティ・サイクルの関数なので、結局は入力
電圧（DC ≈ VOUT/VIN）に依存します。

2フェーズ動作の利点は狭い動作範囲に限定されないで、事
実広い領域に及ぶことがすぐに分かります。ほとんどのアプリ
ケーションに適用可能な経験則によれば、2フェーズ動作では
入力コンデンサの条件が、最大電流で50%のデューティ・サイ
クルで1チャネルだけが動作している場合の条件にまで緩和
されます。

インダクタの値の選択
インダクタの値はインダクタ・リップル電流（IRIPPLE）と最大出
力電流（IOUT（MAX））に直接影響を与えます。リップル電流が
小さいと、インダクタのコア損失、出力コンデンサのESR損失、
さらに出力電圧リップルが減少します。ただし、値が大きすぎ
ると、物理的に大きなインダクタになります。妥当なトレードオ
フとして、最大出力電流の約30%のインダクタ・リップル電流を
選択します。これは、インダクタのサイズ、最大出力電流および
リップル電流の大きさの間に妥当なトレードオフを与えます。
最大リップル電流は最も高い入力電圧で生じますので、VIN
範囲が広いアプリケーションでは、インダクタの値を計算する
ときVIN（TYP）とVIN（MAX）の両方を考慮に入れるよう注意して
ください。

L ≥
VIN – VOUT

0.3 • IOUT(MAX)
•
VOUT
VIN

• 1
500kHz

この式はインダクタの値を選択するときの妥当な出発点を与
えます。ほとんどのシステムは10%～50%の範囲のリップル電
流を容易に許容しますので、計算値からのわずかな偏りはほ
とんどのアプリケーションで問題ありません。 

アプリケーション情報

図5．RMS入力電流の比較
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上で計算した値に近い標準値のインダクタを選択し、リップル
の大きさを再チェックします。

IRIPPLE =
VIN – VOUT

L
•
VOUT
VIN

• 1
500kHz

インダクタのDC抵抗（DCR）はI2RDCRの電力損失を生じるの
で、システム全体の効率に大きな影響を与えることがありま
す。インダクタを選択するときは、インダクタンスの値、DCRおよ
び電流定格を検討します。推奨インダクタ・メーカーを数社表
1に示します。各社とも、多様な値、電流定格、およびパッケー
ジ寸法の多数のデバイスを提供しています。

表1．推奨インダクタ・メーカー
VENDOR WEBSITE

Sumida www.sumida.com

Toko www.toko.com

Würth www.we-online.com

NEC-Tokin www.nec-tokinamerica.com

TDK www.tdk.com

最大出力電流（RSENSEの値の選択）
最大出力電流は電流センス抵抗RSENSEの値（これによって
インダクタのピーク電流が設定されます）とインダクタの値（こ
れによってインダクタのリップル電流が設定されます）によって
大体決まります。LT3742の電流コンパレータは50mVの保証
最小スレッショルドを備えており、これはデューティ・サイクル
にともなって変化することがありません。最大出力電流は次の
ように計算されます。 

IOUT(MAX) =
50mV
RSENSE

– IRIPPLE
2

上式を整理してRSENSEを次のように求めます。 

RSENSE =
50mV

IOUT(MAX) +
IRIPPLE

2
⎛
⎜
⎝

⎞
⎟
⎠

インダクタ、キャッチ・ダイオードおよびMOSFETの電流定格
インダクタとRSENSEの値を選択したら、インダクタ、キャッチ・ダ
イオードおよびMOSFETの電流定格を決めることができます。
LT3742の電流コンパレータは70mVの保証最大スレッショル
ドを備えており、電流検出コンパレータの応答時間によって生
じる少量の電流オーバーシュートがあります。部品は次の電
流を扱えるように定格が定められている必要があります。

IRATED ≥
70mV
RSENSE

+
VIN
L

• 100ns
⎛
⎜
⎝

⎞
⎟
⎠

ショットキー・キャッチ・ダイオードの選択
出力の短絡時、ダイオードはほとんどの時間電流を流しますの
で、電流定格が十分なデバイスを選択することが重要です。さ
らに、ダイオードの逆電圧定格は最大入力電圧より大きくな
ければなりません。多くの表面実装型ショットキー・ダイオード
が非常に小さなパッケージで供給されています。それらは一
般に温度によるディレーティングが必要なので、それらのデー
タシートを注意深く読んでください。基本的に、過熱状態で
は、それらを最大定格電流で効果的に使用することが妨げら
れます。いくつかの推奨ダイオードを表2に示します。

表2．推奨ショットキー・ダイオード
VENDOR DEVICE

Diodes, Inc. 
www.diodes.com

PDS540 (5A, 40V) 
SBM1040 (10A, 40V)

Microsemi 
www.microsemi.com

UPS340 (3A, 40V) 
UPS840 (8A, 40V)

On Semiconductor 
www.onsemi.com

MBRD320 (3A, 20V) 
MBRD340 (3A, 40V)

パワーMOSFETの選択
Nチャネル・パワーMOSFETを選択するとき検討すべき重要な
いくつかのパラメータがあります。それらは、ドレイン電流（最
大ID）、ブレークダウン電圧（最大VDSとVGS）、スレッショルド
電圧（VGS（TH））、オン抵抗（RDS（ON））、逆伝達容量（CRSS）、
および全ゲート電荷（QG）です。選択作業を容易にするいくつ
かの簡単なガイドラインがあります。

アプリケーション情報
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最大ドレイン電流が、前のページで計算した最大定格電流
（IRATED）より大きくなければなりません。IDの仕様は温度に
大きく依存するので（周囲温度が高いほどIDが低くなる）、こ
れを示すため、ほとんどのデータシートには「IDと温度」のグラ
フまたは表が与えられていることに注意してください。

VDSブレークダウン電圧が最大入力電圧より大きく、VGSブ
レークダウン電圧が8V以上であることを確認してください。各
MOSFETのピーク・トゥ・ピーク・ゲート・ドライブは約7Vなの
で、選択したデバイスが7VのVGSで完全にエンハンスされるこ
とも確認してください。このため、VGS定格が20VのMOSFET
の中にはスレッショルド電圧が高すぎるものがあるので、そ
れらの使用が除外されることがあります。大雑把に言うと、最
大スレッショルド電圧はVGS（TH）（MAX） ≤ 3Vにします。4.5V 
MOSFETも使えます。.

NチャネルMOSFETの電力損失は2つの主な要因、つまりオン
抵抗（RDS（ON））と逆伝達容量（CRSS）から生じます。オン抵抗
はオーミック損失（I2RDS（ON））を生じ、一般に約16Vより下の
入力電圧で支配的です。逆伝達容量は遷移損失を生じ、約
15Vより上の入力電圧で支配的です。もっと高い入力電圧で
は、遷移損失が急速に増加し、CRSSが低くてRDS（ON）が大き
いデバイスを使う方が実際には効率が上がるポイントにまで
達します。MOSFETの電力損失は以下の式で近似することが
できます。 

アプリケーション情報

PLOSS =（オーミック損失）＋（遷移損失）

PLOSS ≈
VOUT + VD

VIN + VD
• IOUT

2 RDS(ON) • ρT

⎛
⎜
⎝

⎞
⎟
⎠

2 • VIN
2 • IOUT • CRSS • f( )

ここで、fはスイッチング周波数（500kHz）、ρTは温度によるオン
抵抗の変化を考慮した正規化項です。70℃の最大周囲温度
では、妥当な選択としてρT ≈ 1.3を使います。

RDS（ON）とCRSSのトレードオフは実際のMOSFETの値を使っ
た例によって容易に見て取ることができます。3.3V、3A（10W）
の出力を発生するため、2つの標準的Nチャネル・パワー
MOSFETを検討します。両方ともVDS = 30Vで定格が定めら
れており、両方とも同じSO-8パッケージで供給されますが、オ
ン抵抗と逆伝達容量に約5倍の差があります。 

M1：ID = 11.5A, VGS = 12V, RDS（ON） = 10mΩ, CRSS = 230pF

M2：ID = 6.5A, VGS = 20V, RDS（ON） = 50mΩ, CRSS =  45pF

両方のデバイスの電力損失が広い入力電圧範囲（4V ≤ VIN ≤ 
30V）にわたって計算され、（10Wの総電力のパーセンテージ
として）図6に示されています。RDS（ON）の低いデバイスの電力
損失は、CRSSの低いデバイスに比べて、低い入力電圧では1/5
ほどですが、高い入力電圧では3倍大きいことに注意してくだ
さい。

図6a．M1の電力損失の例（10mΩ、230pF） 図6b．M2の電力損失の例（50mΩ、45pF）
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アプリケーション情報
総ゲート電荷（QG）はCRSSに緊密に関係しています。低ゲー
ト電荷は小さな値のCRSSに対応します。多くのメーカーは
MOSFETを「低ゲート電荷」デバイス（これは低CRSSデバイス
であることを意味します）として宣伝しますが、それらは遷移損
失を下げるように特に設計されており、入力電圧の高いアプリ
ケーションに最適です。

入力コンデンサの選択
ほとんどのアプリケーションでは、10μF～22μFの範囲のコン
デンサで十分です。最適ノイズ耐性を得るため、小さな1μFバ
イパス・コンデンサをLT3742の近くで、VINピンとグランド・ピ
ンの間に接続することも推奨します。降圧レギュレータには入
力電源から高速の立上りと立下りを伴うパルス電流が流れま
す。その結果LT3742に生じる電圧リップルを減らし、非常に高
い周波数のこのスイッチング電流を狭いローカル・ループに閉
じ込めてEMIを抑えるために入力コンデンサが必要です。これ
を効果的に実現するには、入力コンデンサはスイッチング周波
数でのインピーダンスが小さく、リップル電流定格が十分でな
ければなりません。2つのコントローラは同じ周波数で動作し
ますが、位相とデューティ・サイクルは異なっているので、入力
コンデンサのRMS電流の計算は簡単ではありません。ただし、
ほとんどの電力（VOUT • IOUT）を供給しているチャネルのRMS
入力電流を控えめな値として使えます。

IRMS(CIN) =
IOUT
VIN

• VOUT • VIN – VOUT( )

IRMS(CIN)はVIN = 2VOUT（DC = 50%）のとき最大になります。
2番目の低電力チャネルに入力電流が流れるとき、位相のず
れた電流が高電力チャネルに流れる電流を相殺するので、入
力コンデンサのRMS電流は実際には減少します。したがって、
RMSリップル電流定格がIOUT,MAX/2の入力コンデンサを選
択すれば十分です。

セラミック・コンデンサはサイズが小さく、インピーダンスが低
いので（低等価直列抵抗ESR）この用途に適しています。ESR
が小さいと入力電圧リップルが非常に低くなり、コンデンサは
大量のRMS電流を扱うことができます。セラミック・コンデンサ
は比較的堅牢でもあり、定格電圧で使うことができます。X5R
とX7Rのタイプは他のセラミックに比べて広い電圧範囲と温
度範囲で容量を維持するので、X5RまたはX7Rのタイプだけ
を使用します。

値の大きなセラミック・コンデンサの代替は、値の小さな
（1μF）セラミックと値の大きな（10μF～22μF）電解コンデンサ
またはタンタル・コンデンサの併用です。入力ソースが印加さ
れるとき入力コンデンサには大きなサージ電流が流れる可能
性が高いので、タンタル・コンデンサは常にサージ定格が規定
されている必要があります。メーカーがコンデンサの定格電圧
より低い電圧での使用を推奨していることもあります。1μFのセ
ラミック・コンデンサをNチャネル・パワーMOSFETのできるだ
け近くに必ず配置します。

出力コンデンサの選択
出力容量の妥当な出発点としての値は、出力電流1Aごとに
10μFのCOUTを与えることです。低い出力電圧（3.3V以下）の
場合や、できるだけ良い過渡性能を必要とするアプリケーショ
ンの場合、この比を出力電流1Aごとに20μF～30μFのCOUTに
します。X5RとX7Rのセラミック・コンデンサは出力容量に最適
です。アルミ電解コンデンサを使うこともできますが、出力電圧
リップルを小さくするには一般にESRが大きすぎます。タンタ
ル・コンデンサおよび新しい低ESR有機電解コンデンサも選
択でき、メーカーでESRを規定しています。コンデンサの大きさ
でESRが決まるので、同様の出力リップル電圧性能を与えるセ
ラミック・コンデンサに比べて、サイズと値の両方が大きくなり
ます。
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出力コンデンサはインダクタのリップル電流をフィルタして低
リップルの出力を発生します。また、過渡負荷に十分供給して
LT3742の制御ループを安定させるためにエネルギーを貯蔵しま
す。以下の式を使って出力リップルを推算することができます。

VRIPPLE = ∆IL
1

8 • fSW • COUT
+ESR

⎛
⎜
⎝

⎞
⎟
⎠

ここで、∆ILはインダクタ・リップル電流、fSWはスイッチング周波
数（500kHz）です。セラミック・コンデンサのESRは非常に小さ
いので、上式で省くことができます。出力電圧リップルは入力電
圧が最大のとき最大になります（∆ILは入力電圧に応じて増加
します）。低ESRコンデンサのメーカーを数社表3に示します。

表3．低ESR表面実装コンデンサ
VENDOR TYPE SERIES

Taiyo Yuden 
www.t-yuden.com

Ceramic X5R, X7R

Murata 
www.murata.com

Ceramic X5R, X7R

Kemet 
www.kemet.com

Tantalum 
Ta Organic 
Al Organic

T491, T494, T495 
T520 
A700

Sanyo 
www.sanyo.com

Ta or Al Organic POSCAP

Panasonic 
www.panasonic.com

Al Organic SP CAP

TDK 
www.tdk.com

Ceramic X5R, X7R

Nippon Chemicon 
www.chemi-con.co.jp

Ceramic X5R, X7R

出力電圧の設定
バイポーラ・コントローラの出力には、スイッチ・ピンからソースさ
れる電流が出力コンデンサを望みの出力電圧より上まで充電す
るのを防ぐために最小負荷が必要です。この電流（約5mA）は帰
還経路の中で処理するか、またはユーザーがアプリケーション
で最小負荷を強制することを選択することができます。

各コントローラの出力電圧は出力とFBピンの間に接続した抵
抗分割器を使ってプログラムします。最高の出力電圧精度を
得るため、常に1%（またはさらに良い）抵抗を使います。RAの
値は8k以下にし、R1は次式に従って選択します。

RB =RA •
VOUT
0.8V

– 1
⎛
⎜
⎝

⎞
⎟
⎠

出力短絡保護
LT3742はインダクタ電流を常時モニタするので、両方のデバ
イスとも本質的に優れた出力短絡保護を与えます。Nチャネル
MOSFETは、インダクタ電流が電流検出コンパレータのスレッ
ショルドより下でない限り、オンすることが許されません。これ
により、インダクタ電流が「暴走」しないことが保証され、インダ
クタ電流が電流検出スレッショルドより下に下がるまで、コン
トローラはサイクルをスキップします。

ループ補償
VCピンからグランドに直列に接続された外部の抵抗とコンデ
ンサが各コントローラのループ補償を与えます。場合によって
は、値の小さな2番目のコンデンサを並列に接続して、VCピン
からのスイッチング周波数ノイズをフィルタします。ループ補償
により各コントローラの安定性と過渡性能が決まります。

実際的な手法としては、RC = 10kおよびCC = 330pFの値から
出発し、補償ネットワークを調整して性能を最適化します。こ
れらの値を調整する際、一度に１つの値だけ（RCまたはCC）
変えてから、過渡応答がどのように影響を受けたかを観察し
ます。ループの安定性をチェックする最も簡単な方法として、
負荷電流ステップを与えて、出力の過渡応答を観察します。次
に、負荷電流、入力電圧、温度など全ての動作条件にわたっ
て安定性をチェックし、堅牢なデザインを保証します。

アプリケーション情報

図7．FBピンによる出力電圧の設定
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アプリケーション情報
バイアス電源に関する検討事項
LT3742は内部昇圧レギュレータを使って、外部MOSFETをエ
ンハンス状態にするバイアス・レールを与えます。このバイア
ス・レールはVIN＋7Vに安定化され、どちらのコントローラも
スイッチングを開始することを許される前に、安定化状態にな
る必要があります。これは高速スイッチング・レギュレータなの
で、外部部品の配置に関しては、標準的な手順に従う必要が
あります。SWBノードはEMIの影響を減らすため小さくし、バイ
アス・デカップリング・コンデンサ（CBIAS）はBIASピンとVINの
近くに配置します。わずかな余剰電力をこの電源から利用する
ことができ、厳密なエンジニアリング評価の後、タップを接続
することができます。

PCボードのレイアウトに関する検討事項
全てのスイッチング・レギュレータの場合と同様、PCB基板の
レイアウトと部品配置には細心の注意が必要です。

• 電力部品は短く幅の広い配線トレースを使って一緒に近づ
けて配置します。電力部品は、トップMOSFET、キャッチ・ダイ
オードおよびコンデンサCINとCOUTによって構成されます。こ
れを解決する１つの方法は、最初にそれらを基板上に配置
することです。

• 昇圧コンバータを形成する電力部品にも同様の注意を払い
ます。それらを短く幅の広いトレースを使って一緒に近づけ
て配置します。

•スイッチング・レギュレータの下には常にグランド・プレーン
を使ってプレーン間の結合を最小に抑えます。

• CIN、MOSFETおよびキャッチ・ダイオードのループの寄生イ
ンタクタンスを最小に抑えます。このループには大きなスイッ
チング電流が流れます。

• MOSFETの冷却力を改善し、EMIを低く抑えるためにスイッ
チ・ノード（SW）にはコンパクト・プレーンを使います。

• 十分な電圧フィルタリングを維持し、電力損失を低く抑える
ため、VINとVOUTにはプレーンを使います。未使用の領域は
銅で埋めてDCノード（VIN、VOUT、GND）のどれかに接続す
ることができます。

• CBはBIASピンと入力コンデンサの近くに配置します。

• dv/dtの高いノード（SW1、G1、G2、CIN1、CIN2、SWB）は、敏
感な小信号ノードから離します。

信頼性の高いレイアウトを助けるため、デモ用ボードのガー
バーファイルが提供されています。レイアウトが不適切だと
データシートの性能仕様を達成するのが困難になります。
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アプリケーション情報

図8．適切な低EMI動作を保証する優れたPCBレイアウト
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標準的応用例
スーパーコンデンサ・チャージャとDC/DC降圧コンバータ
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PG1

R1
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R8
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357kC5
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6.8µF

CC1
680pF
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C7
1nF

D1, D2: DIODES INC. PDS1040
M1, M2: SILICONIX Si7884DP

M3
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RC1
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8Vと5Vのデュアル降圧コンバータ

L1
6.5µH

RS1
0.01ΩVOUT1

8V
4A

VIN
14V

VIN

PG1

R1
1.8k

R1
20k

R1
45.3kC5

1µF

C2
47µF

C1
10µF

CC1
1000pF

RUN1
C7
1nF

C2, C4: MURATA GRM32ER71A476K
D1, D2: DIODES INC. PDS1040
L1, L2: WÜRTH ELEKTRONIK 744314650
M1, M2: FAIRCHILD FDS4470

M3
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標準的応用例
5Vと3.3Vのデュアル降圧コンバータ

効率と負荷電流

VOUT1
3.3V

4A

VIN
14V

VIN

PG1

619Ω

348k

130k

1µF

10µF 10µF
L1

3.3µH
L2

4.7µH10mΩ 10mΩ

220µF

680pF 68pF

D1, D2: DIODES INC. PDS1040
L1: VISHAY IHLP2525CZER3R3
L2: VISHAY IHLP2525CZER4R7
L3: COILCRAFT: ME3220-223KL
M1, M2: VISHAY Si7848DP-T1-E3

1nF 1nF

200Ω

51k
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標準的応用例
高電流、低リップル12V降圧コンバータ

12VOUTの効率と負荷電流
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0.010Ω

CC1
680pF

C7
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COUTA-COUTD: KEMET T495E107K020E060
D1, D2: DIODES INC. PDS1040
L1, L2: NEC/TOKIN PLC12458R2
M1, M2: ROHM RSS065N03
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パッケージ
UFパッケージ 

24ピン・プラスチックQFN（4mm×4mm）
（Reference LTC DWG # 05-08-1697）

4.00 ± 0.10
(4 SIDES)

PIN 1
TOP MARK
(NOTE 6)

0.40 ± 0.10

2423

1

2

2.45 ± 0.10
(4-SIDES)

0.75 ± 0.05 R = 0.115
TYP

0.25 ± 0.05

0.50 BSC

0.200 REF

0.00 – 0.05

(UF24) QFN 0105

0.70 ±0.05

0.25 ±0.05
0.50 BSC

2.45 ± 0.05
(4 SIDES)3.10 ± 0.05

4.50 ± 0.05

NOTE： 
1. 図はJEDECパッケージ外形MO-220のバリエーション（WGGD-X）にするよう提案されている（承認待ち）
2. 図は実寸とは異なる
3. すべての寸法はミリメートル
4. パッケージ底面の露出パッドの寸法にはモールドのバリを含まない
 モールドのバリは（もしあれば）各サイドで0.15mmを超えないこと
5. 露出パッドは半田メッキとする
6. 網掛けの部分はパッケージの上面と底面のピン1の位置の参考に過ぎない

底面図－露出パッド
推奨する半田パッドのピッチと寸法

パッケージの外形

ピン1のノッチ
R = 0.20（標準）または
0.35×45°の面取り
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リニアテクノロジー・コーポレーションがここで提供する情報は正確かつ信頼できるものと考えておりますが、その使用に関する責務は一切負い
ません。また、ここに記載された回路結線と既存特許とのいかなる関連についても一切関知いたしません。なお、日本語の資料はあくまでも参考資
料です。訂正、変更、改版に追従していない場合があります。最終的な確認は必ず最新の英語版データシートでお願いいたします。

改訂履歴　（改訂履歴はRev Aから開始）

REV 日付 概要 ページ番号
A 5/11 「電気的特性」セクションの条件を更新

「標準的性能特性」セクションのグラフG04のタイトルを更新
「ピン機能」セクションのPG1、PG2ピンの説明を更新
「ブロック図」「動作」「アプリケーション情報」セクションの数値を更新

2、3
4
6

7～12
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関連製品

製品番号 説明 注釈
LTC1625/LTC1775 No RSENSE™電流モード同期整流式降圧コントローラ 効率：97％、センス抵抗が不要、16ピンSSOP

LTC1735 高効率同期整流式降圧スイッチング・レギュレータ 出力フォールト保護、16ピンSSOP

LTC1778 No RSENSE、広い動作範囲の同期整流式降圧コントローラ 効率；最大97%、4V ≤ VIN ≤ 36V、0.8V ≤ VOUT ≤ (0.9)(VIN)、 
IOUT：最大20A

LT3430/LT3431 モノリシック3A、200kHz/500kHz降圧レギュレータ 5.5V ≤ VIN ≤ 60V、0.1Ω飽和スイッチ、16ピンSSOPパッケージ
LTC3703/LTC3703-5 100V同期整流式スイッチング・レギュレータ・コントローラ No RSENSE、電圧モード・コントロール、GN16パッケージ
LT3724 高電圧電流モード・スイッチング・レギュレータ・ 

コントローラ
VIN：最大60V、IOUT ≤ 5A、16ピンTSSOPパッケージ、内蔵バイアス・ 
レギュレータ、Burst Mode®動作、IQ < 100μA、200kHz動作

LT3800 高電圧同期整流式コントローラ VIN：最大60V、IOUT ≤ 20A、電流モード、内蔵バイアス・レギュレータ、 
Burst Mode動作、IQ < 100μA、16ピンTSSOPパッケージ

LT3844 動作周波数をプログラム可能な 
高電圧電流モード・コントローラ

VIN：最大60V、IOUT ≤ 5A、内蔵バイアス・レギュレータ、 
Burst Mode動作、同期機能、IQ = 120μA、16ピンTSSOPパッケージ 

LTC3727A-1 デュアル2フェーズ同期整流式コントローラ 非常に低いドロップアウト動作、VOUT ≤ 14V

LTC3728 2フェーズ550kHz、デュアル同期整流式降圧コントローラ QFNおよびSSOPパッケージ、小型のLおよびCに適した高周波数
LTC3729 20A～200AのPolyPhase®同期整流式コントローラ 2フェーズから12フェーズに拡張可能、 

全て表面実装型部品を使用可能、ヒートシンク不要
LTC3731 3フェーズ、600kHz同期整流式降圧コントローラ 0.6V ≤ VOUT ≤ 6V、4.5V ≤ VIN ≤ 32V、IOUT ≤ 60A、 

内蔵MOSFETドライバ
LTC3773 トリプル出力DC/DC同期整流式コントローラ 3フェーズ降圧DC/DCコントローラ、3.3V ≤ VIN ≤ 36V、 

固定周波数160kHz～700kHz
LTC3826/LTC3826-1 30μAのIQ、デュアル、 

2フェーズ同期整流式降圧コントローラ
2フェーズ動作；1チャネル無負荷IQ：30μA（合計50μA）、 
4V ≤ VIN ≤ 36V、0.8V ≤ VOUT ≤ 10V

LTC3827/LTC3827-1 低IQ、デュアル同期整流式コントローラ 2フェーズ動作、無負荷IQ：115μA（合計）、4V ≤ VIN ≤ 36V、 
1チャネルがオンした無負荷IQ：80μA

LTC3834/LTC3834-1 低IQの同期整流式降圧コントローラ 無負荷IQ：30μA、4V ≤ VIN ≤ 36V、0.8V ≤ VOUT ≤ 10V

LTC3835/LTC3835-1 低IQの同期整流式降圧コントローラ 無負荷IQ：80μA、4V ≤ VIN ≤ 36V、0.8V ≤ VOUT ≤ 10V

LTC3850 デュアルの2フェーズ同期整流式降圧DC/DCコントローラ 2フェーズ動作、4V ≤ VIN ≤ 24V、効率：95%、 
No RSENSEオプション、IOUT：最大20A、4mm×4mm QFN 

LT3845 高電圧同期整流式降圧シングル出力コントローラ 非常に低い静止電流（120μA）、VIN：最大60V、 
100kHz～500kHzの固定周波数、最高600kHzまで同期可能


